





















































































伊東忠太 1905年 1月～ 2月 オスマン帝国（＊コンスタンティノープル）―（海路）―
ピレウス、アテネ、コリントス、ミケーネ、オリンピア、
パトラス―（海路）―イタリア（ブリンディシ）







安倍能成 1925年 2月 1日～ 2月14日 イタリア（ブリンディシ）―（海路）―ピレウス、アテネ、
コリントス、ミケーネ、ナフプリオン―（海路）―イタリ
ア（ブリンディシ）
竹山道雄 1930年 1月 1日～（期間不明） イタリア（ブリンディシ）―（海路）―パトラス、コリン
トス、アテネ、キフィシア―……（海路）―日本
三島由紀夫 1952年 4月24日～ 4月29日 フランス（パリ）ー（空路）―アテネ、デルフィ―イタリ
ア（ローマ）


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































de Paris à Jérusalem）』である。シャトーブリアンは、本稿で取り上げた日














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































16 "あべよししげ【安倍能成】"，国史大辞典，JapanKnowledge, https://japanknowledge- 
















































24 "みしまゆきお【三島由紀夫】"，国史大辞典，JapanKnowledge, https://japanknowledge- 
com.stri.toyo.ac.jp，（参照 2020-10-20）；"三島由紀夫"，日本大百科全書（ニッポニカ），
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<ΟΙ ΒΡΑΒΕΥΜΕΝΟΙ ΔΙΑ ΤΟΥ ΝΟΜΠΕΛ ΟΜΙΛΟΥΝ ΑΠΟ ΤΗΣ ΠΝΥΚΟΣ. ΕΙΣ ΤΗΝ 
ΙΚΑΝΟΤΗΤΑ ΤΩΝ ΕΛΛΗΝΩΝ ΝΑ ΣΥΛΛΑΜΒΑΝΟΥΝ ΑΦΗΡΗΜΕΝΑΣ EΝΝΟΙΑΣ 
ΟΦΕΙΛΕΤΑΙ Η ΠΡΩΤΗ ΑΝΑΠΤΥΞΙΣ ΤΩΝ ΕΠΙΣΤΗΜΩΝ ΕΙΣ ΤΗΝ ΑΡΧΑΙΑN 
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